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　教育課程（カリキュラム）
こども学科の教育課程（カリキュラム）は、以下のとおりです。

科目区分 授業科目の名称 授業
回数

履修年次 単位数
1年 2年

必修 選択
前期 後期 前期 後期

教

養

教

育

分

野

人間と文化
※5単位必修

英語Ⅰ 10 ○ 1
英語Ⅱ 10 ○ 1
日本語表現法 15 ○ 2
歴史と文化 10 ○ 1

人間と社会
※4単位必修

心理学 10 ○ 1
日本国憲法 15 ○ 2
現代の社会 10 ○ 1
大学生活論 15 ○ 1

人間と科学
※4単位必修

体育基礎 10 ○ 1
体育実技 15 ○ 1
情報処理Ⅰ 15 ○ 1
情報処理Ⅱ 15 ○ 1

専

門

教

育

分

野

幼児教育の基礎
※6単位以上選択

幼児と環境 15 ○ 2
幼児と健康 15 ○ 2
幼児と表現 15 ○ 2
幼児と人間関係 15 ○ 2

基礎技能
※2単位以上選択

音楽表現Ⅰ 15 ○ 1
音楽表現Ⅱ 15 ○ 1
音楽表現Ⅲ 15 ○ 1
造形表現 15 ○ 1
総合表現演習Ⅰ 15 ○ 1
総合表現演習Ⅱ 15 ○ 1

教育及び保育の本質
※6単位必修

教職論 15 ○ 2
保育原理 15 ○ 2
教育原理 15 ○ 2
社会福祉 15 ○ 2

教育及び保育の制度
※2単位以上選択

教育制度論 15 ○ 2
子ども家庭福祉 15 ○ 2
社会的養護Ⅰ 15 ○ 2

教育及び保育の
対象理解
※4単位必修

子ども理解の理論と方法 15 ○ 2
生涯発達心理学Ⅰ 15 ○ 2
生涯発達心理学Ⅱ 15 ○ 2
乳児保育Ⅰ 15 ○ 2
教育心理学 15 ○ 1

教育及び保育の
計画と方法
※12単位必修

カリキュラム論 15 ○ 2
保育内容の指導法（総論） 15 ○ 1
保育内容の指導法（健康） 15 ○ 1
保育内容の指導法（人間関係） 15 ○ 1
保育内容の指導法（環境） 15 ○ 1
保育内容の指導法（言葉） 15 ○ 1
保育内容の指導法（表現） 15 ○ 1
特別支援教育演習Ⅰ 15 ○ 1
特別支援教育演習Ⅱ 15 ○ 1
乳児保育Ⅱ 15 ○ 1
教育相談 15 ○ 1
教育方法論 15 ○ 2
社会的養護Ⅱ 15 ○ 1
子どもの保健 15 ○ 2
子どもの健康と安全 15 ○ 1
家庭支援論 15 ○ 2
子どもの食と栄養 30 ○ 2
子育て支援 15 ○ 1

総括科目 保育・教職実践演習（幼稚園） 15 ○ 2

実習

保育実習Ⅰ（保育所） 集中 ○ 2
保育実習Ⅰ（施設） 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅰ 15 ○ 2
保育実習Ⅱ 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅱ 15 ○ 1
保育実習Ⅲ 集中 ○ 2
保育実習指導Ⅲ 15 ○ 1
教育実習Ⅰ 集中 ○ 1
教育実習指導Ⅰ 10 ○ 1
教育実習Ⅱ 集中 ○ 3
教育実習指導Ⅱ 15 ○ 1

ゼミナール
※4単位必修

基礎演習Ⅰ 30 ○ 2
基礎演習Ⅱ 30 ○ 2

総計（卒業要件62単位以上） 39 59

※本学では「保育実習Ⅱ」と「保育実習指導Ⅱ」を履修することができる。
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　卒業要件
卒業には、次の要件を満たさなければなりません。

（1）こども学科に２年以上在学すること。

休学期間は在学期間に含めません。

在学期間は４年を超えることができません。

（2）卒業に必要な単位を修得すること。

必修科目39単位及び選択科目23単位以上、合計62単位以上を「教養教育分野」及び「専門教育分

野」から修得すること。

ただし、卒業要件となる62単位以上のうち、49単位については、下表に定める科目区分ごとの単

位数を修得しなければなりません。

※資格取得に必要な単位は、卒業に必要な単位とは別に規定されています。履修規程を参照してくだ

さい。

【卒業要件62単位以上のうち規定されている49単位】

科目区分 単位数

教養教育分野 （必修）13単位

専門教育分野

（選択）６単位

（選択）２単位

教育及び保育の本質

基礎技能

幼児教育の基礎

（必修）６単位

教育及び保育の制度 （選択）２単位

教育及び保育の対象理解 （必修）４単位

教育及び保育の計画と方法 （必修）12単位

ゼミナール （必修）４単位

　卒業要件充足に伴う称号
こども学科の所定の単位を修得し卒業要件を満たすと、短期大学士（こども学）の学位が与えられ

ます。

　履修登録単位数の上限
こども学科では、学生の皆さんが各年次にわたって適切に授業科目を履修できるように、年間の履

修登録単位数の上限を54単位と定めています。

履修登録をする際には、上限を超えないように注意してください。

　保育・教職実践演習（幼稚園）の履修について
「保育・教職実践演習（幼稚園）」（２年次後期）は、保育士、幼稚園教諭としての必要な資質を身に
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